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放課後等デイサービスにおける運動療育の有効性 

～札幌市 白石区での実践～ 

〇北翔大学北方圏学術情報センター学外研究員 

株式会社 UniversalSports          

UniversalGYM               後藤 英樹 

〇北柔会 

  UniversalGYM             上野 巴恵 
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【研究の目的】 

 

全国的に放課後等デイサービスの過密地域である札幌市において、近

年サービス提供内容が多様化している現状にある。「遊び」をメインにした

ものから「学習型」絵画などをメインにした「文化活動型」更には就労を意

識した「就労移行型」そして運動を取り入れた「運動型」など事業所数の

増加とともに事業内容の多様性が生まれている。 

本研究の目的は、a）運動型を利用する児童の特性と保護者の意向 b）

運動型療育のアプローチによる児童の変化 の 2 点に着目し、その実践

課程を考察し今後の課題を報告したい。 
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【対象事業所概要】 

 

１） 対象企業及び事業所 

・株式会社 UniversalSports 

・多機能型事業所 UniversalKids  

（児童発達支援事業所＋放課後等デイサービス） 

札幌市白石区菊水元町 9条 2丁目 2-1 

２） 放課後等デイサービス概要 

利用定員―10名（1日） 

職員配置―管理者             1名 

        児童発達支援管理責任者 1名 

保育士             2名 

児童指導員          2名 

指導員             2名 
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３） 通所児童状況 

放課後等デイサービス（登録状況） 

 

  小学 1年生   ５名    小学 2年生  ４名 

  小学 3年生   １名    小学 4年生  ２名 

  小学 5年生   １名    小学 6年生  ０名 

  中学 1年生   ０名    中学 2年生  ０名 

  中学 3年生   １名 

  高校 1年生   ０名    高校 2年生  １名 

  高校 3年生   ０名 

 

登録者数 合計  １５名（2019.7．1現在） 
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４）事業内容① 
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  事業内容② 

2019.6月予定表 
月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 

     1 

 

 

 

     

お出かけ 

3 4 5 6 7 8 

 

柔道 

 

 

運動ゲーム 

 

制作 

 

バルシューレ 

 

おやつクッキング 

 

お出かけ 

10 11 12 13 14 15 

 

リズム遊び 

 

 

空手 

 

体幹トレーニング 

 

柔道 

 

運動ゲーム 

 

お出かけ 

17 18 19 20 21 22 

 

制作 

 

 

バルシューレ 

 

リズム遊び 

 

おやつクッキング 

 

バースディパーティー 

 

お出かけ 

24 25 26 27 28 29 

 

空手 

 

 

体幹トレーニング 

 

柔道 

 

運動ゲーム 

 

制作 

 

お出かけ 
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４） 運動療育アプローチ 

 

① 実践内容～柔道～ 

〇礼儀作法 

   〇回転運動  など 
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② 実践内容～空手～ 

〇基本稽古 

〇移動稽古 

〇ミット打ち  など 
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③ 実践内容～バルシューレ～ 

〇風船キャッチ 

   〇ねことネズミ  など 
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④ 実践内容～運動ゲーム～ 

〇アスレチック 

   〇サーキットトレーニング など 

 

 

 

⑤ 実践内容～リズム遊び～ 

〇リトミック  など 

 

 

 

⑥ 実践内容～体幹トレーニング～ 

〇体幹・バランストレーニング 

                   など 
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【児童の特性と保護者のニーズ】 

 

通所利用児童はそれぞれ何らかの障害を持ち、障害児受給者証の交付

を受けている。対象事業所に通所する児童は、発達障害児童が主であ

り、身体障害児童の利用はゼロである。 

また、保護者からの聞き取りを行うと次のような理由により対象事業所が

選択されている。 

 

〇学習は別の事業所で行い身体を使うことをメインに考えている。 

〇カリキュラムが厳しい事業所では、児童の負担が大きく通えなくなった

ため利用したい。 

〇武道等の習い事は敷居が高く、さわりだけでも体験できることが嬉しい。 

 

などの声が聞かれる。 
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【考察と課題】 

 

対象事業所での取り組みは、まだスタート間もないことから十分なサンプ

ル調査や動向は、今後の研究で並行しながら更に深い調査を進めるもの

とする。 

しかし、何らかの障害により障害児受給者証の交付を受けた児童もその

保護者も一人一人の QOLを高め、将来へ向けて心身ともに成長する姿

を思い描いている。今後は更に放課後等デイサービスでは児童、保護

者、学校、地域と連携し一人一人へのアプローチと成果が求められること

は必須であると考える。 


